
都市計画の原案の理由書  

 

１  種類 ・ 名称  

  東京 都 市計 画 高 度地 区  

   （氷 川 台駅 周辺 地区 地 区計 画 関 連）  

 

２  理  由  

本地 区は 、練 馬 区の 東部 に 位置 し 、東 京 地下 鉄 有楽 町線・副

都 心 線 氷 川 台 駅 前 を 中 心 に 店 舗 や 中 高 層 住 宅 が 立 地 し て お り 、

その 後背 地 では 、低 層 住宅 や 中 層集 合住 宅 が建 ち並 び 、良 好 な

住環 境が 形 成さ れて いる 。  

地 区 内 で は 、「 東 京 都 防 災 都 市 づ く り 推 進 計 画 」 で 主 要 延 焼

遮断 帯に 位 置付 けら れた 、東 京 都市 計画 道 路幹 線街 路放 射 第 ３

６ 号 線 （ 以 下 「 放 射 ３ ６ 号 線 」 と い う 。） の 整 備 が 進 め ら れ て

おり 、道路 交 通 の円 滑化 や 防災 性の 向上 が 期待 され てい る 。一

方、氷 川台 駅 周 辺の 生活 利 便性 やま ちの 魅 力向 上、幹 線道 路 沿

道に おけ る 街並 みの 変化 や 地震・火災 等 の対 応 が課 題と な って

いる 。  

「練 馬区 都 市計 画マ スタ ー プラ ン 」に おい て 、氷川 台駅 周 辺

は生 活拠 点 にお ける 商業 集 積を 図り 、放 射 ３ ６ 号線 沿道 は 後背

地と 調和 を 図り なが ら 、周辺 の 住環 境に 配 慮し た土 地利 用 を図

ると とも に 、延 焼遮 断帯 等 の形 成に よっ て 災害 に強 いま ち づく

り を 進 め る こ と と し て い る 。 ま た 、「 放 射 ３ ６ 号 線 等 沿 道 周 辺

（羽 沢・ 桜 台・ 氷川 台・ 平 和台 ・早 宮） 地 区ま ちづ くり 計 画 」

では 、生活 利 便 性の 向上 や にぎ わい の創 出 によ り、魅 力と 個 性

の あ る ま ち の 拠 点 の 形 成 や 放 射 ３ ６ 号 線 沿 道 の 延 焼 遮 断 機 能

の 強 化 を 図 り つ つ 、 閑 静 で み ど り 豊 か な 住 み よ い 住 環 境 の 維

持・ 向上 を 目指 すこ とと し てい る。  

以上 のこ と から 、氷 川台 駅周 辺 の生 活利 便 性の 向上 やに ぎ わ

いの 創出 、幹 線 道路 沿道 に ふさ わし い土 地 利用 の促 進と 延 焼遮

断 機 能 の 強 化 お よ び 後 背 地 に お け る 良 好 で 落 ち 着 い た 住 環 境

の維 持・向 上 と 災害 に強 い 街並 みの 形成 を 図る ため 、地区 計 画

を 策 定す る こと とな った 。  

この よう な 背景 を踏 まえ 、市 街 地環 境と 土 地利 用上 の観 点 か

ら検 討し た 結果 、面 積 約２ ．３ ヘク ター ル の区 域に つい て 高 度

地区 を変 更 する もの であ る 。  


